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効
果
的
な
誘
客
に
は

広
域
観
光
が
最
も
有
効

　
皿
東
日
本
で
は
、
「
体
験
・
交
流
」
を

通
じ
て
、
自
分
ら
し
さ
を
取
り
戻
す
「
新

し
い
旅
」
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
こ
の

旅
は
、
地
域
を
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
し
、

日
常
生
活
を
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
位
置

付
け
、
訪
れ
た
旅
行
者
が
地
域
の
人
々

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て

自
然
と
文
化
、
そ
し
て
そ
の
特
性
に
溶

け
込
む
、
新
し
い
旅
の
ス
タ
イ
ル
で
す
。

　
旅
行
者
の
受
け
入
れ
地
で
は
、
特
別

な
も
の
で
は
な
く
、
地
域
の
人
々
の
普

段
着
の
生
活
そ
の
ま
ま
を
提
供
す
る
こ

と
と
し
、
達
人
の
発
掘
や
、
眠
っ
て
い

る
自
然
等
の
財
産
の
再
発
見
な
ど
を
通

じ
て
地
域
お
こ
し
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
よ
り
効
果
的
に
誘
客
を

図
る
た
め
に
は
、
地
域
内
の
市
町
村
に

お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
自
慢
で
き
る
も
の

を
組
み
合
わ
せ
、
連
携
す
る
広
域
観
光

が
最
も
有
効
で
す
。
ま
た
、
人
を
動
か

す
た
め
に
は
、
「
情
報
発
信
↓
認
知
↓
動

機
付
け
↓
行
動
」
が
基
本
で
あ
り
、
こ

れ
ら
を
一
体
的
に
行
う
商
品
の
設
定
が

必
須
の
条
件
で
す
。
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～
と
っ
て
お
き
！
夏
休
み
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
帰
り
ツ
ア
ー
～

　
4
月
27
日
㈱
、
松
之
山
町
で
越
後
妻
有
郷
観
光
協
議
会
の
設
立
総
会
が
行

わ
れ
、
新
し
い
広
域
生
活
圏
エ
リ
ア
で
の
観
光
協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
新
広
域
市
町
村
圏
の
ス
タ
ー
ト
を
契
機
に
、
従
来
あ
っ
た
南
部
観

光
協
議
会
を
発
展
的
に
解
散
し
、
生
活
圏
を
共
に
す
る
6
市
町
村
（
十
日
町

市
、
川
西
町
、
津
南
町
、
中
里
村
、
松
代
町
、
松
之
山
町
）
が
互
い
に
知
恵

を
出
し
合
い
、
広
域
観
光
の
推
進
を
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
今
後
協
議
会
で
は
、
地
域
内
の
観
光
資
源
の
紹
介
や
誘
客
拡
大
と
受
入
れ

体
制
の
整
備
な
ど
を
行
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

　
今
回
の
特
集
は
、
広
域
観
光
協
議
会
の
設
立
を
機
会
に
地
域
の
観
光
資
源

を
見
つ
め
直
し
て
み
た
い
と
思
い
、
第
1
4
代
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
の
樋
ロ

桂
子
さ
ん
推
薦
の
日
帰
り
観
光
ル
ー
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
間
近
に
迫
っ
た

夏
休
み
を
利
用
し
て
ご
家
族
、
カ
ッ
プ
ル
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

さ
あ
出
発
で
す

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
第
1
4
代

ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
の
樋
口
桂
子
で

す
。
今
回
は
、
夏
休
み
の
家
族
向
け
、

方
ッ
プ
ル
向
け
の
日
帰
り
広
域
観
光
コ

・
ス
を
私
が
直
接
見
て
回
り
、
ご
紹
介

行ってきま～す

し
ま
す
。
そ
れ
で
は
早
速
出
発
で
す
。

　
午
前
8
時
3
0
分
H
市
役
所
前
出
発
。

2
5
3
号
か
ら
妻
有
大
橋
を
渡
り
川
西

町
へ
。
柏
崎
方
向
へ
走
る
こ
と
1
5
分
、

川
西
町
の
高
台
に
位
置
す
る
「
ナ
カ
ゴ

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
」
へ
到
着
で
す
。
谷

川
連
峰
、
巻
機
山
、
越
後
三
山
の
す
ば

ら
し
い
眺
望
と
十
日
町
市
を
一
望
し
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
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．
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－

　
　
　
　
　
　
　
　
＼

が
ら
の
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
、
芝
の
管
理
も

最
高
で
き
っ
と
満
足
い
た
だ
け
る
は
ず

で
す
。
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
の
隣
に
は
、
芝

生
広
場
や
グ
レ
ス
テ
ン
ス
キ
ー
場
も
あ

り
色
々
な
楽
し
み
方
が
で
き
ま
す
。

　
約
1
時
間
半
で
ー
ラ
ウ
ン
ド
終
了
。

ち
ょ
っ
と
一
息
入
れ
に
「
サ
ン
パ
レ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
紺
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
と

サンパレスナカゴで食堂
当の成田美江子さん（右）

　
ナ
カ
ゴ
」
へ
。
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が

　
ら
、
食
堂
部
担
当
の
成
田
美
江
子
さ
ん

　
か
ら
今
若
者
に
大
人
気
の
レ
ゲ
エ
コ
ン

　
サ
ー
ト
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
昨
年
か

　
　
　
の
　
　

　
　
　
へ
　
　
一
　
　
ら
始
め
た
こ
の
コ
ン

　
　
し

　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

　
　
　
　
　
　
　
ズ
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ノ
　
サ
ー
ト
、
今
年
は
8
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月
1
2
日
㈹
に
阪
神
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
行
わ
れ
る
そ
う

で
す
。
（
問
い
合
わ
せ
“
サ
ン
パ
レ
ス
ナ

カ
ゴ
盈
68
1
4
4
1
9
へ
）

　
　
　
　
　
搬
む

　
午
前
1
0
時
3
0
分
”
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
を
後
に
松
代
町
へ
。
鐙
坂
ト
ン

ネ
ル
を
先
頭
に
三
つ
の
ト
ン
ネ
ル
が
掘

削
さ
れ
、
す
っ
か
り
近
く
な
っ
た
松
代

町
。
中
心
地
に
入
る
と
見
え
て
き
ま
し

た
目
的
地
の
「
ふ
る
さ
と
会
館
」
。
こ
こ

に
は
、
東
頸
城
全
域
の
特
産
品
の
展
示
・

販
売
コ
ー
ナ
ー
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
、
食
堂
が
あ
り
、
芝
峠
温
泉
の
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
に
ぎ

泊
者
な
ど
を
中
心
に
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
「
ふ
る
さ
と
会
館
」
は
、
県
内

で
も
珍
し
い
「
道
の
駅
」
（
休
憩
の
た
め

の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
や
2
4
時
間
開
放
の
ト

イ
レ
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
条
件
）
と
し

て
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

平
成
9
年
3
月
開
通
予
定
の
「
北
越
北

線
」
松
代
駅
に
連
結
さ
れ
る
と
の
こ
と
。

　
　
　
将
来
的
に
、
松
代
町
の
観
光
拠

　
　
　
点
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た

　
　
　
　
　
　
　
し
ま
す
。

緩峡イ
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道の駅「ふるさと会館」の全景と特産品販売コーナー
　
　
　
　
　
　
ρ
騨

　
午
前
”
時
2
0
分
口
「
ふ
る
さ
と
会
館
」

発
、
松
之
山
町
へ
。
温
泉
街
に
入
ら
ず
、

長
野
県
境
に
向
か
っ
て
2
0
分
程
車
を
走

ら
せ
る
と
標
高
7
4
0
m
の
大
厳
寺
高

原
に
到
着
。
大
厳
寺
高
原
は
長
野
県
境

に
ほ
ど
近
い
、
天
水
山
の
中
腹
に
広
が

る
大
草
原
で
す
。
ブ
ナ
の
濃
い
緑
と
池

に
は
菖
蒲
が
満
開
で
す
。
遠
く
か
ら
は

放
牧
さ
れ
た
牛
が
「
モ
ォ
ー
」
と
人
恋

し
そ
う
に
鳴
い
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と

散
策
し
た
後
、
「
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
希
望
館
」

で
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
料
理
の
昼
食
。
ボ
リ

ュ
ー
ム
満
点
で
大
満
足
。

　
せ
っ
か
く
松
之
山
町
に
来
た
の
だ
か

ら
と
帰
り
に
温
泉
街
へ
。
中
間
当
た
り

　
　
あ
　
と
　
り
　
え

に
「
亜
土
梨
絵
」
と
い
う
都
会
的
な
喫

茶
店
を
発
見
。
入
る
と
中
央
に
グ
ラ
ン

ド
ピ
ア
ノ
、
壁
に
は
絵
画
が
ビ
ッ
シ
リ
、

さ
ら
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
が
流
れ
て
い
ま
す
。

店
の
マ
ス
タ
ー
（
福
原
豊
さ
ん
H
松
之

山
町
商
工
会
長
）
に
伺
う
と
、
奥
さ
ん



と
自
分
の
趣
味
を
生
か
し
、
温
泉
客
が

ホ
ッ
と
す
る
よ
う
な
何
か
が
な
い
か
と

考
え
た
末
の
出
店
だ
そ
う
で
す
。
ま
た

都会的センスの「亜土梨絵」でマ

スターの福原豊さん（右）と談笑

広
域
観
光
に
つ
い
て
は
、
広
域
全
体
で

よ
り
効
果
的
な
P
R
を
行
う
こ
と
と
、

各
市
町
村
が
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
や
る

こ
と
が
大
切
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
触
む

　
午
後
1
時
3
0
分
臼
福
原
さ
ん
と
別
れ

3
5
3
号
経
由
で
津
南
町
へ
。
中
津
川

大
橋
を
渡
っ
て
左
折
、
台
地
を
走
る
こ

と
約
1
0
分
、
「
全
国
名
水
百
選
」
に
選
ば

れ
た
「
竜
ケ
窪
の
池
」
に
到
着
で
す
。

神
秘
的
な
深
い
森
の
中
に
た
た
ず
む
池

に
は
、
一
日
4
3
、
0
0
0
ト
ン
も
の

水
が
わ
き
だ
し
、
決
し
て
濁
る
こ
と
が

「全国名水百選」にも選ばれた神秘

的な「竜ヶ窪の池」にうっとり

のは名な
神竜前い
社でのそ　　《
に　’とフ　　　ノ
は池おで　　、
鋼雑碗〆
がとの　　　・6
祭り主　 ．ノR252

　　　　　！》　召
へ丁＼ノどR4・4

泉しゆ　腹一
●松代町　　1
　　　の　　　松苧紳懸　　　、

名
前
の
と
お
り
池
の
主

は
竜
で
、
池
の
ほ
と
り

の
神
社
に
は
竜
神
が
祭

ら
れ
、
数
々
の
伝
説
も

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

カ
ッ
プ
ル
で
野
鳥
の
さ

え
ず
り
を
聞
き
な
が
ら

池
の
回
り
の
散
策
は
い

か
が
で
す
か
．

　
今
回
は
、
「
竜
ケ
窪
の
池
」
を
紹
介
し

ま
し
た
が
、
同
じ
位
の
距
離
で
ク
ア
ハ

ウ
ス
津
南
、
マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
津
南

カ
ガ
ン
、
萌
木
の
里
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

色
々
な
組
み
合
わ
せ
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
ρ
鍵

　
午
後
2
時
4
0
分
口
「
竜
ケ
窪
の
池
」

に
別
れ
を
告
げ
、
次
の
目
的
地
中
里
村

へ
。
1
1
7
号
清
津
橋
手
前
で
右
折
。

重
地
を
経
由
し
て
「
清
田
山
自
然
運
動

家族連れやカップルにお勧め
です「清田山自然運動公園」

公
園
」
に
。
こ
こ
は
、
七
ツ
釜
と
清
津

峡
の
中
間
点
に
位
置
し
、
河
岸
段
丘
を

一
望
で
き
る
高
台
に
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
公

　
　
σ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
　
　
「
　
司
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を
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松
ス
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×
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園
で
す
。
全
天
候
型
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

ユ
ー
モ
ア
ゴ
ル
フ
場
、
キ
ャ
ン
プ
施
設
、

子
供
広
場
な
ど
が
あ
り
、
家
族
連
れ
や

カ
ッ
プ
ル
に
は
絶
対
お
勧
め
で
す
。

　
ま
た
、
ユ
ー
モ
ー
ル
2
階
に
は
、
郡

市
初
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
「
ド
ー
ム
中

里
き
ら
ら
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

夏
休
み
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ラ
ン
に
は
、

こ
ち
ら
も
お
勧
め
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
態
む

　
午
後
3
時
4
0
分
“
「
清
田
山
自
然
運

動
公
園
」
発
、
ゴ
ー
ル
の
十
日
町
市
に

向
か
い
ま
す
。
3
5
3
号
を
清
津
峡
に

向
か
っ
て
進
み
、
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

ヘ
。
中
魚
沼
と
南
魚
沼
の
ほ
ぼ
境
界
の

尾
根
づ
た
い
を
走
る
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ

ン
。
景
観
の
す
ば
ら
し
さ
か
ら
言
っ
て

も
ド
ラ
イ
ブ
に
は
最
適
で
す
よ
ね
。
で

も
、
あ
ま
り
の
美
し
さ
に
事
故
を
起
こ
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　　　　●　　　　　　　　　　　　　　自然逮副

　　　1轟津南町　　熱，2（1

　　　ノ　　撚．　難鰐
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葭　〆
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鴨
．

疑　〆
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秋山郷　●、亀．　　　　鰍　’
　　　　　｛￥、　Y

　　　　　　、）
　　　　　　　　　ジ　　　苗場山▲ρノ

　　　　2145

　
　
　
　
　
　
“
）
・
4
竈
￥

　
　
　
　
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
一

・
ノ
。
‘
●
、
κ
蒐
．

　
　
　
　
　
　
ツ
屋
弁
天
池
の
二
千
年
蓮
へ
。
こ
の
二

　
　
　
　
　
千
年
蓮
は
、
昭
和
3
5
年
、
故
大
賀
一
郎

　
　
　
　
　
博
士
が
千
葉
県
の
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ

　
　
　
　
　
た
二
千
年
前
の
種
を
開
花
さ
せ
、
植
え

さ
な
い
よ
う
に
要
注
意
。

　
栃
窪
峠
か
ら
塩
ノ
又
を
経
由
し
て
二

　
　
　
　
　
　
　
、
愚
醗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
讐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
色
か

ら
れ
た
も
の
。
神
秘
的
な
薄
紅
色
の
蓮

の
花
を
バ
ッ
ク
に
し
た
記
念
写
真
は
、

き
っ
と
い
い
思
い
出
に
な
る
は
ず
で
す
。

　
午
後
5
時
H
「
弁
天
池
」
発
。
出
発

点
の
市
役
所
に
到
着
し
た
の
は
午
後
5

時
2
0
分
で
し
た
。
終
わ
っ
て
ち
ょ
っ
と

疲
れ
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。
少
し
欲

張
り
過
ぎ
の
コ
ー
ス
で
す
ね
。
ゆ
っ
く

り
回
り
た
い
人
は
ど
こ
か
ー
か
所
省
い

て
く
だ
さ
い
．

広域観光脇議会の名称莚

　キヤツチフレーズ募集中

　広域観光協議会では、圏域内の観

光資源を全国に広く紹介・宣伝し、

観光客の誘致拡大を図るための撚親

しみやすく」汀圏域を象徴する封よ

うなすてきな〈名称＞と〈キャッチ

フレーズ＞を募集しています。

瞬応募方法　宮製ハガ驚に住所・氏

　名・年齢・電話番琴を記入し8月

　⑳日㈱1当圓消印霧効1談欝に張

　948＋田町市干歳町3－3叢役駈
商蛋観光課内F観艶協議会名称募

　集係欝侮駆一雛慧内線認2）織、

臓賞　品　①採翔一席：賞金籔万円

　と豪華景晶②応募者全嬢に参蜘賞

　あゆ

還ゑ懸
　
Φ

と
す

と
ま

る
し

す
介

獺
紹

通
矯

に
等

太
紙

本
報

　
広

表
村

　
町

発
市

鷺
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l上

b

選挙区選挙・・…個人に投票
比例代表選挙・・・…政党に投票

3
．

　
　
　
　
縣

馨硬
評
炉

　
闘

膿叢み

鱗

　
第
十
七
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

は
、
七
月
六
日
㈲
に
公
示
さ
れ
、
二
十

三
日
㈲
が
投
票
日
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
選
挙
は
、
新
潟
県
選
出
議
員

選
挙
と
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
が
あ

り
、
二
回
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

投
票
の
順
序

　
初
め
に
新
潟
県
選
出
議
員
選
挙
、
次

に
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
の
順
に
投

票
を
お
願
い
し
ま
す
。

選
挙
区
選
挙

　
候
補
者
（
新
潟
県
選
出
議
員
）
の
個

人
の
氏
名
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
投

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

票
用
紙
は
『
う
す
い
黄
色
」
で
す
。

　
比
例
代
表
選
挙

　
政
党
の
名
称
ま
た
は
略
称
を
記
載
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
く
だ
さ
い
。
投
票
用
紙
は
「
白
色
」

で
す
．

　
せ
っ
か
く
投
票
し
た
貴
重
な
一
票
も
、

候
補
者
の
個
人
名
を
記
載
す
る
と
無
効

に
な
り
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

妙2票緊

選
挙
区
選
挙

候
補
者

比
例
代
表
選
挙

政
党

　
投
　
票
　
資
　
格

　
①
十
日
町
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
。
七
月
二
十
三
日
現
在

で
満
二
十
歳
以
上
の
日
本
国
民
で
す
。

　
②
平
成
七
年
四
月
五
日
以
前
か
ら
十

日
町
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人
。
四

月
六
日
以
降
の
転
入
者
は
、
前
住
所
地

の
市
町
村
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
不
在
者
投
票

　
投
票
日
に
旅
行
・
出
張
・
入
院
・
出

産
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事
情
の
た
め

投
票
所
へ
行
け
な
い
人
は
、
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
①
投
票
区
の
区
域
外
に
お
い

　
　
　
て
、
職
務
ま
た
は
業
務
に
従
事

　
　
　
中
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
②
や
む
を
得
な
い
用
務
の
た
め
、
市

　
　

外
に
旅
行
中
ま
た
は
滞
在
中
で
あ
る
こ

と
。

　
③
病
気
・
負
傷
・
出
産
の
前
後
な
ど

の
た
め
、
歩
行
が
著
し
く
困
難
で
あ
る

　
こ
と
。

　
④
単
身
赴
任
な
ど
の
た
め
、
市
外
に

居
住
中
で
あ
る
こ
と
。

　
な
ど
の
場
合
が
該
当
し
ま
す
。

　
　
　
　
公
示
の
日
か
ら
投
票
日
の
前

　
　
　
　
日
ま
で
の
毎
日
（
土
曜
・
日
曜

　
　
　
　
の
区
別
な
く
）
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。
昼
休
み

1
時
間
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
　
旅
行
先
や
滞
在
先
で
不
在
者
投
票
を

す
る
場
合
、
投
票
日
ま
で
に
名
簿
登
録

地
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
、
そ
の
投
票

が
到
着
し
な
い
と
無
効
に
な
り
ま
す
の

で
、
郵
送
期
間
を
考
慮
し
て
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
．

　
　
　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
一
階
・
選
挙

　
　
　
事
務
室
に
印
鑑
と
入
場
券
（
届

　
　
　
い
て
い
る
場
合
）
を
持
参
し
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
・

入
所
中
の
人
は
、
施
設
長
に
申
し
出
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
病
院
や
施
設
で
不
在

者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
凱

－
。
で

あなたあっての政治

政治あってのあなた

郵
便
に
よ
る
投
票

　
両
下
肢
、
体
幹
、
内
臓
な
ど
に
重
度

の
障
害
が
あ
り
、
身
体
障
害
者
手
帳
な

ど
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
自
宅

で
記
載
し
、
郵
便
で
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
郵
便
投
票
の
た
め
の
投
票

用
紙
の
請
求
は
、
七
月
十
九
日
㈱
ま
で

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

代
　
理
　
投
　
票

　
身
体
の
故
障
や
文
盲
な
ど
の
た
め
投

票
用
紙
に
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

人
は
、
選
挙
事
務
補
助
者
が
選
挙
人
の

指
示
す
る
候
補
者
の
氏
名
と
政
党
名
を

記
載
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
餅

墾い勧娩
嚇

ヤ

轡
　
妙

舞
　
O留

、
○

○

入
場
券
を
確
認

　
入
場
券
は
、
嘱
託
員
さ
ん
を
通
じ
て

配
布
し
ま
す
。
投
票
所
の
場
所
、
開
閉

時
刻
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
．

　
開
票
は
ク
ロ
ス
ー0
で

　
　
　
　
　
　
行
い
ま
す

　
今
回
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
開

票
は
、
七
月
二
十
三
日
㈲
午
後
七
時
三

十
分
か
ら
、
本
町
六
丁
目
の
十
日
町
地

域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
ク
ロ
ス

ー0

）
大
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
市
選
挙
管
理
委
員

　
会
選
挙
事
務
室
（
盈
5
7
－
3
1
1

　
1
内
線
田
・
肥
夜
間
㊨
5
7
1
3
1

　
1
9
）
へ
。

◆
選
挙
事
務
室
は
、
市
保
健
セ
ン
タ

　
ー
一
階
に
あ
り
ま
す
。

4



　
ち

嚢
蔭
騒
讐
な
た
に
選
ば
れ
る
の
を
待
．
て
い
る
1

　もうすぐですね

　　　　夏休みがやってくる

　長くて暑い夏休み。子供たちにとっては

待ち遠しい夏休みも、お家の人にとっては

いろいろな面で心配と苦労が増えるときで

すね。

　でも楽しいことがいっぱい。計画をきち

んと立てて、さあ、今年の夏はお子さんと

一緒にどんなことができるでしよう。

’螺．

夏
休
み
の
ヒ
ン
ト

　
図
書
室
に
は
読
み
も
の
（
物
語
、
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
）
を
は
じ
め
、
た
く

さ
ん
の
本
が
棚
に
並
ん
で
皆
さ
ん
に
選

ば
れ
る
の
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　
夏
休
み
の
課
題
の
解
決
に
も
図
書
室

は
お
役
に
立
ち
ま
す
。
自
由
研
究
の
や

り
方
や
お
も
し
ろ
実
験
の
本
、
リ
サ
イ

ク
ル
工
作
や
手
づ
く
り
お
も
ち
ゃ
の
本

な
ど
、
図
書
室
に
お
い
で
に
な
れ
ば
、

学
年
に
あ
っ
た
ヒ
ン
ト
に
な
る
本
が
き

っ
と
見
つ
か
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
、
夏
休
み
の
少

し
の
時
間
を
公
民
館
の
図
書
室
で
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

こ
の
夏
は

　
　
　
　
　
ア
ウ
ト
ド
ア

　
キ
ャ
ン
プ
、
釣
り
、
カ
ヌ
ー
、
M
T

B
…
今
や
子
ど
も
た
ち
か
ら
大
人
ま
で

ア
ウ
ト
ド
ア
は
大
人
気
。

　
自
然
と
遊
ぶ
方
法
は
様
々
、
そ
の
楽

し
み
方
を
知
っ
て
い
れ
ば
楽
し
さ
も
思

い
出
も
倍
増
し
ま
す
。

　
図
書
室
に
お
い
て
あ
る
本
を
少
し
紹

介
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
は
じ
め
て
の
ア
ウ
ト
ド
ア
」
日
本

交
通
公
社
、
「
イ
ラ
ス
ト
マ
ニ
ュ
ア
ル
・

ア
ウ
ト
ド
ア
入
門
」
山
と
渓
谷
社
、
「
厳

選
キ
ャ
ン
プ
場
ガ
イ
ド
」
双
葉
社
、
「
4

W
D
で
行
く
カ
ヌ
ー
＆
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
」

辰
巳
出
版
、
「
冒
険
家
に
学
ぶ
ア
ウ
ト
ド

ア
・
モ
ノ
選
び
」
双
葉
社
、
「
野
外
料
理

入
門
」
山
と
渓
谷
社
、
な
ど
な
ど
目
的

に
合
わ
せ
て
お
選
び
く
だ
さ
い
。

　
楽
し
い
ア
ウ
ト
ド
ア
が
図
書
室
の
一

冊
の
本
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

戦
後
5
0
年
を

　
　
　
　
　
　
ふ
り
返
つ
て

　
今
年
1
9
9
5
年
、
日
本
は
戦
後
5
0

回
目
の
夏
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
に
ち
な

ん
だ
様
々
な
動
き
が
目
に
つ
き
ま
す
。

最
近
の
出
版
物
で
も
「
戦
後
5
0
年
」
の

表
題
が
入
っ
た
本
が
た
く
さ
ん
出
版
さ

れ
て
い
ま
す
。
図
書
室
で
も
、
で
き
る

か
ぎ
り
こ
れ
ら
の
資
料
を
そ
ろ
え
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
夏
、
戦
後
を
ふ
り
返
り
、
日
本

と
世
界
の
現
在
と
未
来
を
考
え
た
い
と

思
っ
て
い
る
人
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に

　
「
戦
争
」
「
平
和
」
を
考
え
よ
う
と
思
っ

9
て
い
る
人
、
ぜ
ひ
あ
な
た
の
一
冊
を
選

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　需織題
ト馳職

坦簾
融望、幽

．　鱗
翻．、縄

本
の
リ
ク
エ
ス
ト

　
読
み
た
い
本
が
な
い
と
き
や
、
購
入

し
て
ほ
し
い
本
が
あ
る
と
き
は
、
図
書

室
に
備
え
て
あ
る
リ
ク
エ
ス
ト
用
紙
に

書
い
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
で
き

る
だ
け
ご
要
望
に
お
応
え
し
ま
す
。

　
「
前
に
頼
ん
だ
あ
の
本
ど
う
な
っ
て

い
る
の
」
と
い
う
人
、
本
が
お
手
元
に

届
く
の
が
遅
れ
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

恐
縮
で
す
が
声
を
か
け
て
み
て
く
だ
さ

い
。　

選
書
の
参
考
に
も
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
本
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

学
習
室
の
開
放

　
公
民
館
本
館
で
は
、
夏
休
み
期
間
中

も
勉
強
す
る
人
の
た
め
に
学
習
室
を
開

放
し
ま
す
。
日
に
よ
っ
て
部
屋
が
変
わ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
開
放
で
き
な

い
と
き
も
あ
り
ま
す
。
前
も
っ
て
公
民

館
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
お
近
く
の
地
区
公
民
館
図
書
室
や
、

自
動
車
文
庫
こ
だ
ま
号
と
と
も
に
、
皆

さ
ん
の
お
い
で
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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「野花の会』
　（代表＝古沢幹雄）

蒲

観音様（安養寺円通庵）の菖蒲をバックにパチリ

　「野花の会」はリゾート開発をきっかけに、安養寺

集落に花を植え環境美化をしようという目的で平成3

年に発足しました。会員の資格は、①安養寺の村と自

然に愛着を持つ人の集まりであること（集落への愛情）

②各人が自分のやり方に目的を持っていること（信念・

実行力）③目的のためには一人でもそのことを続ける

意志があること（責任）の三つです。

苗床の除草作業に汗を流す皆さん

　会員は11人、安養寺を走る県道沿いに数種類の花を

植えたり（昨年は3，000本）、観音様の菖蒲園を管理し

たりしています。そうそう、集落奥のダムに桜と桃の木

も植えたんですよ。作業は定期的にやるのではなく、

花の伸び具合や草の生え具合を見てやっています。秋

には花の残骸捨てをやりながら反省会もしています。

花を植えたり木を植えたりするのは結構費用がかかる

のですが、メンバーの中に苗を起こす専門の人もいて

助かっています。一回花を植えるとその花の育つのが

楽しみになりますね。草の中に花があればいいなんて

言う人もいますが、ついつい毎日見回りに行ったり、草

取りをしてしまいます。安養寺に来るときれいだね、な
　　　　　　　　　　　　　　うれんて言ってくれる人がいると本当に嬉しくなってしま

います。会では、年に1～2回市外の花の施設や温泉な

ども回っています。昨年は与板の菖蒲園に行ってきま

レた。のめり込んで負担が大きくなると大変なので、こ

んな親睦もやっているんですよ。環境美化や花に興味

がある人は古沢幹雄（暦58－2186）にご連絡ください。

・
イ
ワ
シ
は
カ
ル
シ
ウ
ム
、
た
ん
ぱ
く

質
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
。

最
近
は
「
脳
の
働
き
が
良
く
な
る
」
と

い
う
学
説
も
あ
る
そ
う
で
す
。
値
段
も

手
ご
ろ
、
栄
養
満
点
。
ご
飯
の
お
か
ず

に
、
お
酒
の
つ
ま
み
に
、
ぜ
ひ
ご
賞
味

く
だ
さ
い
。
サ
ン
マ
、
ア
ジ
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
．

〈
作
り
方
〉

　
分
を
取
る
．

②
イ
ワ
シ
に
塩
・
こ
し
よ
う

　
を
振
り
、
青
じ
そ
の
葉
、

　
チ
ー
ズ
（
1
／
4
に
切
っ

　
た
も
の
）
を
並
べ
、
尾
の

　
　
　
　
黙

福崎キヨ子さん
（田麦・智57－0815）

　
方
か
ら
巻
く
．

③
小
麦
粉
、
卵
、
パ
ン
粉
の
順
に
付
け

　
て
形
を
整
え
る
。

④
中
温
に
熱
し
た
油
に
入
れ
、
カ
ラ
ッ

　
と
揚
げ
る
（
約
3
分
程
度
で
キ
ツ
ネ

　
色
に
な
る
）
．

⑤
揚
げ
た
イ
ワ
シ
を
半
分
に
切
っ
て
、

　
千
切
り
野
菜
を
添
え
た
器
に
盛
り
付

　
け
る
。

　
青
じ
そ
の
替
わ
り
に
海
苔
を
巻
い
て

　
も
お
い
し
い
で
す
よ
。

難　
陛
撃

〈材料〉　4人分

　イワシ…4匹
　青じその葉…4枚
　ブロセスチーズ…409

　｛　　イヲマゴ…1イ固

　　小麦粉・パン粉・あげ油

　塩・こしょう…少々

　キャベツ・キュウリ

　　　や

臨ま
　　　な

す吉
　　　　町

め裏
　　　　生

メ護
　　　　善

　一推
　一一進
　　　　委

擁蕊
　　　　議

⑯

△
五
）

6＼



β

⑭東下組保育所

講

小宮山和彌くん
　　（5歳）

　　　鯉，、、購．欝

　僕んちのタンボのカエルだよ。

オタマジヤクシより好きだな。ピ

ョンピョンはねておもしろいもん。

馨蓬峯
彗

ll灘葦lili，、．嚢
婁
、

田村捺美ちゃん
　　（5歳）

　無＿繊…．．＿繋．一i叢謙莚・欝灘　　．　．、．7『．ン

葉っぱの上で気持ちよさそうに

・ていたの。私は雨がきらいだけ

1、カタツムリは好きなんだね。

　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
ン
子
謝

懸
ス
潤
醇

ン
話
（

ポイ

、

臓
鋤

駅How　are　things　going？”

　　　最近どうですか？

　英会話の中でも、簡単なようで意外と難しいのが世
間話。特に用事がなくても、軽く会話を楽しむ時など
に使われるのが次のような表現です。

闇1TO爾．1癖あ、餐ム〉

桝協襯。①團ow　a鯵e鮪胎s幽21やお、馨
ル。最近どう鱒
②廻醜v鍵鵬”．（あんま臓衛いことない齢
O擬，随a晦？（ほんと？）

③》e繍・④隔隔嚇驚鯵O曲曇¢wi繍騨sis撫鯵，
（うん。姉と輪ざこざがあってね）

O
　
　
■
　
　
　
●
　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　

億
　
　
禦
　
　
　
●
　
　
．
　
　
　
．
　
　
じ

B
T
　
　
日
T
B

　まず、上の会話はかなりインフォーマルな（くだけ
た）ものであることに注意。目上の人とはこのような
会話はしませんね。①は「物ごとはどんなふうに運ん
でいますか」という直訳で、「調子どう？」などとも訳
せます。②は「様子が良好」の意味のwe”に、「あま
り～でない」のNotveryがついて「あまり良くない」
となります。“Notgood”となると「非常に悪い」と
いうことです。③は、Yesのくだけた言い方で、「イ

　

ヤー」と発音します。「ヤ」にアクセントを置いてくだ
さい。④は、問題、やっかい事という意味のtrouble
を使って、「～といざこざがある」とか、「うまくいっ

ていない」などを表します。日本語になっている「ト
ラブル」という言葉がありますが、英語の発音は「～ブ

ル」ではなく「～ボー」というつもりで。withの後の
語を変えれば、いざこざの相手も変えられます。例え
ば“1’m　havingtrouble　with　my　boss”と言えば「上

司とうまくいっていない」ということです。でも、あ
まりこんな表現は使わなくて済むほうがいいですよね。

②
㌧
そ

根
津
幸

　
四
人
兄
弟
の
四
番
目
と
し
て
江
道
で

生
ま
れ
た
て
え
。
江
道
は
昔
も
今
も
軒

数
は
そ
っ
け
変
わ
っ
て
い
ね
え
村
だ
の

　
　
　
　
　
　
て
め
え

お
。
俺
の
母
親
は
自
分
の
乳
で
子
供
を

育
て
る
こ
と
が
で
き
ね
え
て
や
ん
で
、

俺
も
兄
弟
た
ち
も
、
あ
っ
ち
で
乳
も
ら

い
、
こ
っ
ち
で
乳
も
ら
い
し
て
育
っ
た

ん
だ
て
。

　
家
の
前
の
方
に
沢
が
あ
っ
て
、
そ
の

　
　
ま
す
ざ
わ

沢
に
は
枡
沢
川
が
流
れ
て
い
て
、
そ
の

川
は
菅
沼
か
ら
流
れ
て
い
ら
ん
の
。
そ

い
が
田
川
と
合
流
し
ら
ん
だ
ど
も
、
ど

っ
ち
の
川
も
魚
は
昔
っ
か
ら
そ
っ
け
い

ね
っ
け
の
お
。
魚
釣
り
や
か
ぢ
か
と
り

を
し
て
遊
ん
だ
こ
と
も
ね
っ
け
の
お
。

　
関
東
大
震
災
の
年
に
尋
常
小
学
校
を

平
さ
ん

　
　
（
江
道
・
8
5
歳
）

嬢

卒
業
し
た
ん
そ
。
卒
業
し
て
す
ぐ
に
、

　
　
び
っ
ぽ
う

家
が
貧
乏
だ
ん
だ
ん
が
、
よ
り
屋
に
奉

公
に
出
た
ん
そ
。
あ
の
こ
ろ
の
奉
公
人

は
、
実
家
が
隣
り
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ

う
と
、
近
い
遠
い
は
関
係
な
く
、
奉
公

先
で
寝
泊
り
し
ら
ん
じ
ゃ
ね
え
や
ん
そ

の
。
九
年
も
い
た
ん
だ
ん
が
自
分
の
家

み
た
い
に
思
っ
て
い
た
ん
だ
て
の
お
。

　
よ
り
屋
の
後
、
二
・
三
軒
奉
公
先
を

変
わ
っ
た
ん
の
。
そ
し
て
自
分
で
機
の

仕
事
を
し
た
く
て
、
こ
の
家
の
続
き
に

工
場
を
建
て
た
ん
だ
て
。
そ
の
後
、
機

も
不
景
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
ん

が
、
商
売
を
止
め
た
ん
そ
。

　
今
か
ら
十
数
年
前
に
こ
の
辺
の
老
人

ク
ラ
ブ
の
会
長
を
二
期
四
年
勤
め
さ
せ

て
も
ら
っ
た
ん
だ
て
。
そ
う
し
て
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
す
る
グ
ラ
ン
ド
を
作
っ
て
も

ら
っ
た
ん
だ
て
．

　
今
は
何
で
も
し
ね
や
ん
だ
て
。
山
の

畑
に
ス
ギ
を
植
え
た
ん
で
、
ま
と
ま
っ

た
畑
て
や
ん
は
絶
え
た
ん
だ
て
。
家
の

横
の
ち
っ
と
ば
か
の
畑
で
、
ナ
ス
や
キ

ュ
ウ
リ
な
ん
か
を
作
っ
て
い
ら
ん
そ
。
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市
役
所
は
智
5
7
－
3
7
7
7

暮らしを守る！
囹平成6年度下半期の業務状況

（平成6年10月1日～平成7年3月31日）◆損益計算書

　平成6年度水道事業下半期の業務状況と平成7年度の

予算をお知らせします。（消費税相当分を除いて表示して

います）

圃平成7年度予算

支　　　　　出 収　　　　　入

科　　目 金額（万円） 科　　目 金額（万円）

営業費用
営業外費用

特別損失

2億9，353

1億0，279

　　4

営業収益
営業外収益

特別利益

3億7，372

　1，967

　　3
小　　　計 3億9，636 小　　計 3億9，342

下半期利益 △　　　　294

下半期合計 3億9，636 下半期合計 3億9，342

当年度合計 7億1，562 当年度合計 7億3，276

当年度利益 1，714

総　合　計 7億3，276 総　合　計 7億3，276

も口μ5　　一心）’“’v　◆業務予定量

　　　　　　　　　1．給水戸数・・………………・……………9，028戸

｝計　　7億3，276　2．年間総給水量…・…………・…・………3，200，000m3

　　　　　　　　　3．一日平均給水量・……・…………・・………・…・8，767m3
（平成7年3月31日現在）　4．主要なる建設改良事業　施設改良費……43，700千円◆貸借対照表

資 産 負債及び資本

科　　　　目 金額（万円） 科　　　　目 金額（万円）　◆収益的収入および支出 単位二千円

固定資産 34億8，983 固定負債 　　　　　収4，597
入 支 出

流動資産 2億5，215 流動負債 3，990　　1．水道事業収益 785，400 1．水道事業費用 795，500

繰延勘定 1，991 資　本　金 34億8，598　　　1）営業収益 760，200 1）営業費用 583，750

剰　余　金 1億9，004　　　2）営業外収益 25，150 2）営業外費用 210，700

合　　　計 37億6，189 合　　　計
　　　　　3）特別利益37億6，189

50 3）特別損失

4）予　備　費
　50
1，000

単位二千円◆収益的収入および支出

単位：千円◆給水業務量の状況（平成6年10月1日～平成7年3月31日）◆資本的収入および支出

区　　分 6年度 5年度
比　　較　　　　　　　　収　　　　　入 支　　　　　出

増　減 比率％ 20，000

　　0
20，000

　　0

1．資本的支出
1）建設改良費
2）企業債償還金

172，000

52，000

120，000

給水栓数（戸） 9，294 9，151 143

　　　　　1．資本的収入

101．6　　　1）出　資　金

　　　　　　2）企　業　債

　　　　　　3）負　担　金給
水
量

総　　量（m・）

一日最大（m・）

一日平均（m3）

1，840，662

　13，113

　10，086

1，831，888

　12，680

　10，038

8，774

　433
　48

100．5

103．4

100．5
収入額が支出額に対し不足する額152，000千円は、当年度分消費税資本的
収支調整額1，506千円と損益勘定留保資金150，494千円で補てんします。
収入額が支出額に対し不足する額152，000千円は、当年度分消費税資本的
収支調整額1，506千円と損益勘定留保資金150，494千円で補てんします。

市
長
と
直
接
対
話
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
ん
　
　
わ

一
麓
帖
段
霧
暖
和

し
つ室

H
レ

～
初
回
は
7
月
2
6
日
㈲
に
開
催
～

　
市
長
に
直
接
自
分
た
ち
の
考
え
て
い

る
こ
と
を
伝
え
、
ま
た
市
長
の
考
え
等

を
直
接
聴
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
市
長
室
へ
お
い
で
い
た
だ

く
「
お
ま
ち
し
て
ま
す
暖
和
室
」
と
、

市
長
が
地
域
に
出
向
く
「
お
じ
ゃ
ま
し

ま
す
暖
和
室
」
を
今
年
新
た
に
計
画
し

ま
し
た
。
地
域
や
職
業
、
年
齢
、
性
別

等
に
関
係
な
く
、
市
長
と
の
和
や
か
な

対
話
・
交
流
を
通
し
て
、
市
政
へ
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象
者
　
市
内
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ

　
等
。
た
だ
し
、
個
人
的
な
陳
情
・
要

　
　
　
ひ
ぼ
う

　
望
や
誹
諺
・
中
傷
を
目
的
と
し
た
人

　
は
遠
慮
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
お
ま
ち
し
て
ま
す
暖
和
室

　
▼
開
催
日
　
7
月
～
来
年
2
月
の
月

　
　
1
回
。
午
後
2
時
～
4
時
。
1
組

　
　
5
0
分
以
内
で
1
回
2
組
ま
で
と
し

　
　
ま
す
。

　
　
初
回
は
7
月
2
6
日
㈹
で
す
。

　
▼
と
こ
ろ
　
市
長
室

　
▼
同
席
者
　
受
付
係
・
記
録
係
と
し

　
　
て
広
報
広
聴
係
員
が
同
席
し
ま
す
。

■
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
暖
和
室

　
▼
開
催
日
　
7
月
～
1
1
月
。
市
長
日

　
　
程
に
合
わ
せ
て
開
催
日
を
決
め
ま

　
　
す
。
月
に
2
組
、
1
組
1
時
間
位

　
　
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
▼
会
　
場
　
指
定
さ
れ
た
会
場
（
公

　
民
館
・
集
会
所
・
一
般
家
庭
）

　
▼
随
行
者
　
記
録
係
と
し
て
広
報
広

　
聴
係
員
が
随
行
し
ま
す
。

■
そ
の
他
　
①
受
け
付
け
時
に
、
提
案

内
容
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
提
案
内
容
に
よ
っ
て
は
、
暖
和
室

終
了
後
、
内
容
等
の
整
理
を
す
る
た

　
め
、
必
要
な
場
合
に
は
担
当
職
員
と

　
の
話
し
合
い
を
進
め
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
受
け
付
け
　
企
画
人
事

課
広
報
広
聴
係
（
智
57
－
3
1
1
1

　
内
線
鵬
）
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
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圃
建
資
産
税
鷹
軽
滅

　
～
阪
神
・
淡
路
大
震
災
被
災
者
～

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
被
災
さ
れ
、

十
日
町
市
に
次
の
資
産
を
取
得
し
た
人

を
対
象
に
、
平
成
八
年
度
か
ら
軽
減
特

例
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
．

■
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
滅
失
し
た
償

　
却
資
産
の
所
有
者
等
が
、
平
成
1
0
年

　
1
月
1
日
ま
で
に
代
替
資
産
を
取
得

　
し
た
場
合
の
当
該
償
却
資
産
に
つ
い

　
て
、
課
税
標
準
を
最
初
の
3
年
間
価

　
格
の
2
分
の
ー
に
減
額

■
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
滅
失
し
、
ま

　
た
は
損
壊
し
た
家
屋
の
所
有
者
等
が
、

　
平
成
1
0
年
1
月
1
日
ま
で
に
家
屋
を

　
取
得
し
た
場
合
の
当
該
家
屋
に
つ
い

　
て
、
最
初
の
3
年
間
固
定
資
産
税
及

　
び
都
市
計
画
税
の
税
額
を
2
分
の
ー

　
に
減
額

■
特
別
措
置
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

　
は
、
申
告
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
資
産
税
係

　
（
盈
内
線
m
・
m
）
へ
。

つ
つ
か
蜜
溝
に
驚
瀧
慧
ノ

　
今
年
に
入
り
中
魚
沼
地
域
で
は
、
既

に
昨
年
の
倍
以
上
の
7
件
の
「
つ
つ
が

虫
病
」
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
「
つ
つ
が
虫
病
」
は
ダ
ニ
の
一
種
の

つ
つ
が
虫
の
幼
虫
に
刺
さ
れ
て
発
病
す

る
も
の
で
す
。
刺
さ
れ
る
と
直
径
数
㎜

～
1
㎝
の
刺
口
が
で
き
、
1
～
2
週
間

後
に
食
欲
不
振
・
発
疹
・
4
0
度
近
く
の

十日町市民の皆様、

温かいご支援を

ありがとうございます

　1月17日の震災発生以来、十日町

市民の皆様から温かい励ましと多く

のご支援を頂いてまいりました。心

からお礼串し上げます。

　6か月が経ち、神戸市内では復興

に向けてのつち音が響き、人々の生

活も徐々にではありますが、落ちつ

いた状態に戻りつつあります。

　長く険しい道のりではありますが、

神戸を今まで以上に魅力ある街とし

てよみがえらせるよう努力してまい

りますので、引き続きご支援をいた

だきますようお願いいたします。

　　平成7年7月

　　　　神戸市長　笹山幸俊

高
熱
・
リ
ン
パ
節
の
腫
れ
な
ど
の
症
状

が
現
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
症
状
が
現
れ

た
ら
医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

手
遅
れ
に
な
る
と
命
に
か
か
わ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
予
防
の
た
め
に
は
、
山
林
や
草
地
に

入
る
時
に
肌
を
露
出
し
な
い
こ
と
、
脱

い
た
衣
服
を
草
む
ら
に
置
か
な
い
こ
と

で
す
。
防
虫
ス
プ
レ
ー
も
有
効
で
す
。

自
宅
近
く
で
感
染
し
た
と
思
わ
れ
る
事

例
も
あ
る
の
で
油
断
は
禁
物
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
保
健
所
地
域

　
保
健
課
（
a
5
7
1
2
4
0
0
）
へ
。

お
り
が
と
う
ご
ぎ
い
謙
し
た

～
「
緑
の
羽
根
」
募
金
～

　
4
月
か
ら
5
月
に
か
け
て
「
緑
の
羽

根
」
募
金
が
行
わ
れ
、
合
計
1
、
5
2

4
、
2
8
0
円
（
家
庭
募
金
1
、
2
1

4
、
8
2
2
円
、
街
頭
募
金
ほ
か
3
0

9
、
4
5
8
円
）
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
募
金
は
新
潟
県
国
土
緑
化
推
進
委
員

会
に
納
め
ら
れ
、
学
校
・
公
園
等
の
環

境
緑
化
や
緑
化
推
進
の
た
め
の
各
種
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
活
動
に
使
わ
れ
ま
す
。

ア
ー
ト
の
お
る
衛
づ
く
り

　
　
　
版
醐
グ
卿
ー
プ
展

■
と
　
き
　
7
月
1
3
日
㈲
～
1
9
日
困
午

前
9
時
～
午
後
9
時
3
0
分
（
最
終
日

　
は
午
後
5
時
ま
で
）

■
と
こ
ろ
　
市
民
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
問
い
合
わ
せ
　
公
民
館
本
館
（
智
5
7

　
1
5
0
1
1
）
へ
。

第
灘
圃

観
発
写
爽
議
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
入
麓
作
騒
騒

目
と
　
き
　
7
月
2
5
日
㈹
～
8
月
4
日

㈲
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時

■
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ス
ー
0

　
　
　
　
　
　
（
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
）

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
市
観
光
協
会

　
（
a
5
7
1
3
3
4
5
）
へ
。

下
条
天
神
ば
や
し
保
存
会
が
海
外
初
公
演

　
　
　
　
～
ま
つ
り
●
旧
パ
ワ
イ
で
十
日
町
を
P
R
～

　
下
条
天
神
ば
や
し
保
存
会
が
、
6
月

16

日
働
か
ら
2
2
日
㈲
に
か
け
て
ホ
ノ
ル

　
今
回
は
、
日
米
環
太
平
洋
平
和
5
0
周

年
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
こ
と
で
、

日
本
全
国
か
ら
2
3
団
体
が
参
加
し
ま
し

た
。
1
6
日
を
皮
切
り
に
1
8
日
に
も
踊
り

を
披
露
し
た
ほ
か
、
1
9
日
に
ヒ
ル
ト
ン

ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
記
念
祝
賀
会
で
も

十
日
町
小
唄
を
踊
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
前
市
議
会
議
冒
ハ
の
半
間
正
代

表
が
本
田
市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ジ
ョ

ン
ワ
イ
ヘ
イ
・
ハ
ワ
イ
州
知
事
に
手
渡

し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

総　　騨騨
神ばやしを披露する保存会

第
1
4
回
十
日
町
小
唄
日
本
一
優
勝
大
会

　
　
　
～
十
日
町
市
の
尾
身
恵
美
子
さ
ん
に
栄
冠
～

　
全
国
の
民
謡
愛
好
家
9
0
人
を
集
め
、

第
1
4
回
十
日
町
小
唄
日
本
一
優
勝
大
会

が
7
月
2
日
㈹
ク
ロ
ス
ー
0
大
ホ
ー
ル
を優勝をかみしめ観客を前に熱唱

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
中
の
予
選
会
を
勝
ち
抜
い
た
3
0

人
が
午
後
か
ら
の
決
勝
大
会
に
進
み
、

激
戦
の
末
十
日
町
市
の
尾
身
恵
美
子
さ

ん
が
第
1
4
代
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　
尾
身
さ
ん
は
2
回
目
の
挑
戦
で
の
栄

冠
。
十
日
町
市
か
ら
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

誕
生
は
、
平
成
4
年
の
第
1
1
回
大
会
の

上
村
春
子
さ
ん
以
来
3
年
振
り
の
こ
と

で
す
。
ま
た
、
準
優
勝
一
席
に
は
北
蒲

原
郡
笹
神
村
の
音
田
春
枝
さ
ん
が
、
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
れ

優
勝
二
席
に
は
西
蒲
原
郡
吉
田
町
の
楡

い井
フ
サ
子
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

9
ー
甲

市
役
所
は
a
5
7
－
3
7
7
7



市
役
所
は
溶
一
◎
一
ノ
o
’
O
づ
』
」
7

人
形
と
仮
圃
に
よ
る
無
醤
劃

　
　
～
猿
　
の
　
王
　
～

　
イ
ン
ド
の
南
部
に
は
、
「
ハ
ヌ
マ
ン
ラ

ン
グ
ー
ル
」
と
い
う
野
生
猿
が
い
ま
す
。

こ
の
劇
は
、
「
ハ
ヌ
マ
ン
ラ
ン
グ
ー
ル
」

の
群
の
世
代
交
替
を
庁
章
「
平
和
」
、

「
1
3
日
間
の
戦
い
」
、
終
章
「
平
和
」
で

綴
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
ル
人
形
・
仮
面

劇
で
す
。

■
と
　
き
　
7
月
1
4
日
㈲
午
後
7
時
～

　
　
　
　
　
（
午
後
6
時
3
0
分
開
場
）

■
と
こ
ろ
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

■
入
場
料
　
大
人
口
2
、
0
0
0
円

　
小
・
中
・
高
校
生
”
1
、
5
0
0
円

　
幼
児
“
8
0
0
円
（
当
日
3
0
0
円

　
増
）

■
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
　
各
地
区
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ
　
斉
木
文
夫
（
智
働
）
5
7

　
i
5
0
1
1
）
へ
。

博
物
館
講
座

　
博
物
館
で
は
、
「
信
濃
川
中
流
域
の
中

世
」
と
題
し
、
受
講
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

臼　時 講甑及びテーマ

8月5日d⇒

13：30～15130

越後の新田一族一その活躍と悲劇一

講師二赤澤計⑪先生（新潟大学教授）

8月12日出
13：30～15：30

中世の武士（もののふ）たち一軍人（し、くさびと）の日常一

講師二山田邦明先生（東京大学史料編纂所助教授）

8月19日出
13：30～15：30

中世の精神世界へ①一彿像・祈りのかたち一

講師：西川新次先生（慶応義塾大学名誉教授）

8月26日出
13：30～15：30

中世の精神世界へ②一念彿・遊行の聖と民衆一

講師：大橋俊雄先生（日本文化研究所講師・文博）

■
受
講
料
　
無
　
料

■
問
い
合
わ
せ
　
博
物
館
（
智
5
7
i
5

5
3
1
）
へ
。

駈
経
営
龍
力
強
化
セ
電
ナ
ー

ぎ

～
95
年
か
ら
始
ま
る
経
済
大
変
動

　
　
　
　
　
を
生
き
残
る
た
め
に
～

■
と
　
き
　
7
月
2
7
日
㈲
午
後
4
時
～

　
（
受
付
開
始
H
午
後
3
時
3
0
分
）

■
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ス
ー
0

■
入
場
料
　
無
料
（
電
話
に
て
要
予
約
）

■
講
師
浅
井
隆
氏
（
経
済
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
）

■
問
い
合
わ
せ
　
ク
ロ
ス
ー
0
（
智
5
7
－

　
2
3
2
3
）
へ
。

脳
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

～
経
営
に
お
け
る
「
人
脳
学
」
の
墓
本
～

■
と
　
き
　
7
月
1
9
日
㈱
・
9
月
6
日

　
㈱
・
1
0
月
1
8
日
㈱
・
1
1
月
1
4
日
㈹
の

　
計
4
回
、
い
ず
れ
も
午
後
2
時
～

■
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ス
ー
0

■
受
講
料
　
4
、
0
0
0
円
（
4
回
分
）

■
講
　
師
　
田
上
康
朗
氏
（
中
小
企
業

　
診
断
士
）

■
問
い
合
わ
せ
　
ク
ロ
ス
ー
0
へ
。

第
葡
回
県
勤
労
者
美
街
展

　
　
中
越
地
区
展
作
晶
募
集

■
募
集
作
品
　
▼
日
本
画
・
洋
画
（
1
0

　
～
5
0
号
で
額
縁
を
付
け
る
こ
と
）

　
▼
彫
塑
・
工
芸
（
大
き
さ
、
重
量
等

　
持
ち
込
み
で
き
る
も
の
）
▼
書
道
（
縦

　
額
は
全
紙
3
分
の
1
継
ぎ
以
内
、
横

　
額
は
全
紙
以
内
、
枠
貼
り
の
作
品
に

　
限
る
）
▼
写
真
（
大
き
さ
は
半
切
り

　
パ
ネ
ル
貼
り
し
た
も
の
で
4
3
×
5
3
㎝

　
以
内
）

　
※
ガ
ラ
ス
額
の
も
の
や
書
道
で
は
掛

　
軸
、
巻
き
物
類
は
受
付
ま
せ
ん
。

■
応
募
資
格
　
中
越
地
区
の
事
業
所
等

　
に
勤
務
す
る
人
で
、
作
品
の
製
作
及

　
び
教
え
る
こ
と
を
職
業
と
し
な
い
人

■
応
募
手
数
料
　
1
点
1
、
0
0
0
円

■
応
箸
受
付
期
間
　
8
月
1
7
日
㈲
～
1
8

　
日
働
ま
で
の
2
日
間

■
申
し
込
み
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
智

　
5
7
1
8
9
1
8
）
へ
。

騨
像
健
・
艦
纏
盒

鰯ひ
ド

と謬

きの

■　■

担と
　こ
当ろ

■
申
し
込
み

1
2
4
0
0
）

保
健
衛
生
係

健
康
相
談

7
月
2
5
日
㈹

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

川
西
町
保
健
セ
ン
タ
ー

須
賀
医
師

　
十
日
町
保
健
所
（
智
5
7

　
　
ま
た
は
保
健
衛
生
課

　
（
盈
内
線
皿
・
毘
）
へ
。

国
民
健
康
保
険
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
険
料
率
が
決
定

　
平
成
7
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
率

が
、
下
表
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
7
年
度
の
保
険
料
は
、
条
例
に
基
づ

き
算
定
し
た
結
果
、
一
人
当
た
り
平
均

で
7
5
、
9
0
5
円
（
対
前
年
比
4
・

18

％
の
増
）
、
一
世
帯
当
た
り
平
均
で
1

8
4
、
8
0
4
円
（
同
1
・
4
2
％
増
）

に
な
り
ま
す
。

　
市
報
5
月
2
5
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
よ
う
に
、
7
年
度
は
国
民
健
康
保

険
制
度
の
改
正
が
あ
り
ま
し
た
。
内
容

は
、
中
間
所
得
者
層
の
負
担
軽
減
を
目

的
と
し
た
2
割
軽
減
制
度
の
新
設
と
国

民
健
康
保
険
料
の
賦
課
限
度
額
が
52
万

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
も
の
で

す
。　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
保
健
衛
生
課
国
保
係

　
（
暦
内
線
螂
・
幽
）
へ
。

■
保
険
料
率
表

区　　分 7年度 6年度
所　　得　　割 4．95％ 4．84％

資　　産　　割 52．3％ 54．4％

被保険者別均等割 26，100円 24，800円

世帯別平等割 25，900円 25，500円

1人当たり平均保険料 75，905円 72，862円

1世帯当たり平均保険料 184，804円 182，224円

こんな計算で

　保険料が決まります

◆世帯の中の国保加入者…・・・・・・・・・・・・…2人

◆営業所得一・・…・・・・・・・・・…………200万円

◆固定資産税額（土地・家屋）…45，000円

　　　　　　　　　　　　　基礎控除
①所得割　（200万円一330，000円）

　　　　　　　　　×4．95％＝82，665円

②資産割
　　　　　45，000円×52．3％＝23，535円

③被保険者別均等割

　　　　　　2人×26，100円＝52，200円

④世帯別平等割　　　　　　　25，900円

　※合計　①＋②＋③＋④＝

　　　　　　　　184，300円

　　　　　　　　　（100円未満切り捨て）

70
　該当者には別途詳綱を7月一§月に通鋪致し謙すの懸お待ち《ださ》・。

なお、寮報驚月25穣号緯も掲載しますの響お読激《だ慈糖。

　口聞雛合わ嚢　福祉事務駈援護係階幽線董鍛縫32）戴。

顯
灘



瀟
警
の
相
談

　
つ
い
酒
を
飲
み
過
ぎ
る
人
や
そ
の
家

族
の
会
で
す
。

■
と
　
き
　
7
月
2
1
日
㈹

　
　
　
　
　
午
後
－
時
3
0
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
ま
た
は

　
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
へ
。

象
族
介
護
蓄
教
蕎

　　■　■　■
講た内とと師い　こ　～
・・r容ろき＿

般
公
開
講
座
H
～

7
月
1
5
日
ω
午
後
2
時
～

公
民
館
本
館
　
　
　
　
，

こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き

　
　
　
「
食
事
と
肥
満
」

　
　
　
　
上
村
伯
人
先
生
（
小
千
谷
総

合
病
院
内
科
医
師
）

■
問
い
合
わ
せ
　
三
好
園
デ
イ
サ
ー
ビ

　
ス
セ
ン
タ
ー
（
盈
5
6
1
2
1
0
6
）

ま
た
は
公
民
館
本
館
（
盈
5
7
1
5
0

1
1
）
へ
。

響
俸
寧
ス
ポ
ー
ツ
畠

市
建
饗
ノ
ー
ル
蹄
ー
プ
ン

■
開
場
時
間
①
7
月
1
5
日
d
D
～
8
月

　
1
2
日
d
b
午
前
9
時
～
午
後
7
時

　
②
8
月
1
3
日
㈲
～
31
日
㈲
一
午
前
9

　
時
～
午
後
6
時

■
入
場
料

一
般
・
高
校

小
・
中
学
生

幼
児

券回1

2
0
0
円

1
0
0
円

5
0
円

券回11

2
、
0
0
0
円

1
、
0
0
0
円

5
0
0
円

市
民
プ
ー
ル
に
て
販
売
し
ま
す
。

※
幼
児
・
小
学
生
が
入
場
す
る
場
合
は

　
保
護
者
同
伴
で
す
。

■
そ
の
他
　
市
民
プ
ー
ル
ア
ル
バ
イ
ト

募
集
中
H
高
校
卒
業
以
上
の
健
康
で

泳
げ
る
学
生

■
問
い
合
わ
せ
　
総
合
体
育
館
（
智
52

　
－
ー
4
3
7
7
）
へ
。

蒲
罵
体
カ
テ
ス
ト
＆

　
　
ヘ
ル
シ
ー
チ
エ
ッ
ク

■
と
　
き
　
7
月
2
7
日
㈲

　
　
　
　
　
午
後
7
時
～
9
時
3
0
分

■
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
館

■
指
導
関
口
陽
子
先
生
（
エ
リ
ア

ド
ゥ
2
ー
チ
ー
フ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

■
参
加
費
　
3
0
0
円
（
体
力
テ
ス
ト

用
紙
代
）

■
問
い
合
わ
せ
　
総
合
体
育
館
へ
。

第
暫
画
ナ
イ
タ
ー
陸
よ

■
と
　
き
　
7
月
2
9
日
d
D
午
後
6
時
3
0

分
競
技
開
始

■
と
こ
ろ
　
陸
上
競
技
場

■
種
　
目
　
▼
男
子
　
㎜
m
（
中
学
・

　
一
般
・
壮
年
）
㎜
m
（
中
学
・
一
般
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

溺
m
　
（
中
学
・
一
般
・
壮
年
）
0
0
，
m

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
（
中
学
・
一
般
）
走
り
高
跳
び
、
走

り
幅
跳
び
、
砲
丸
投
げ
（
中
学
・
一

般
・
壮
年
）
▼
女
子
　
㎜
m
、
枷
m
、

　　　　　　　　　　　　　　　鎌
　　　　　　　　　　　　　　纈
　　　　　　　　　　　　織　　　　　　　　　　　鋭　　　　　　　　　灘　　　　　　　　撫　　　　　　窒　　　　　騙　　　通　　桑灘

【】スピードを控え安全運転に努めましょう

　「交通安全県宣言記念県民大会」が7月

12日㈱県民会館で開催されます。市民の皆

さん、正午をめどに交通事故死亡者の冥福

を祈り、併せて交通事故防止の誓いを新た

にするため1分間の黙とうをお願いします。

6月中の交通事故発生状況（）は累計

市　町　村 発生件数 負傷者数 死者数

平成7年 21（82） 20（94） 2（2）

十日町市
平成6年 12（90） 15（105） ！（6）

川西町
津南町
中里村

平成7年 13（52） 15（58） 1（4）

平成6年 14（51） 15（54） 1（1）

計
平成7年 34（134） 35（152） 3（6）

平成6年 26（141） 30（152） 2（7）

　　　　　横断歩道上でミキサー車に
　　ゑ
　ψ灘　　　　　　　ひかれて老女死亡

　　　　　6月26日午前10時47分ころ、
　　　　下条栄町地内の国道において、

信号に従って横断歩道を横断中の老女
が、右折して来た大型コンクリートミ
キサー車にひかれて死亡するという重
大事故が発生しました。※車の交差点
での右、左折時は横断歩行者や自転車・

バイクに注意して走行しましょう。

一平和祈念の黙とう一
　広島市と長崎市では、原爆が投下された

8月6日（日）午前8時15分、8月9日㈱午前11

時2分に原爆死没者のめい福と世界疸久平

和の確立を祈念し、1分間の黙とうを捧げま

す。市民の皆さんのご協力をお願いします。

市
役
所
は
盈
5
7
－
3
7
7
7

　
伽
m
、
走
り
高
跳
び
、
走
り
幅
跳
び
、

　
　

　
砲
丸
投
げ
（
中
学
・
一
般
）

※
一
般
は
高
校
生
を
含
み
ま
す
。

■
参
加
資
格
　
十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡

　
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
す
る
人

■
参
加
費
　
一
種
目
に
つ
き
5
0
0
円

参
加
種
目
数
の
制
限
な
し

■
申
し
込
み
　
7
月
2
0
日
㈲
ま
で
に
参

加
費
を
添
え
て
総
合
体
育
館
へ
。

市
民
水
泳
競
技
大
会

■
と
　
き
　
8
月
6
日
㈲
午
前
9
時
～

■
と
こ
ろ
　
西
小
学
校
プ
ー
ル

■
種
　
目
　
①
競
泳
の
部
（
各
男
子
・

女
子
）
▼
小
学
4
年
生
ま
で
…
自
由

形
、
平
泳
、
背
泳
、
バ
タ
フ
ラ
イ
（
2
5

　
m
）
▼
小
学
5
・
6
年
生
の
部
…
自

由
形
、
平
泳
、
背
泳
、
バ
タ
フ
ラ
イ

　
（
5
0
m
）
▼
中
・
高
校
生
…
自
由
形
、

　
平
泳
、
背
泳
、
バ
タ
フ
ラ
イ
（
5
0
m
）

　
▼
一
般
…
自
由
形
、
平
泳
、
背
泳
、

　
バ
タ
フ
ラ
イ
（
2
5
m
、
5
0
m
）
▼
一

　
般
（
4
5
歳
以
上
）
…
自
由
形
、
平
泳
、

　
背
泳
、
バ
タ
フ
ラ
イ
（
2
5
m
）

②
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
部
…
宝
さ

　
が
し
、
㎜
m
リ
レ
i

※
出
場
は
一
人
2
種
目
以
内
。
レ
ク
リ

　
エ
ー
シ
ョ
ン
種
目
は
除
く
。

■
参
加
資
格
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
す
る
人

■
参
加
費
　
一
人
2
0
0
円

■
申
し
込
み
　
7
月
1
9
日
㈱
ま
で
に
参

加
費
を
添
え
て
総
合
体
育
館
ま
た
は

十
日
町
体
力
つ
く
り
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

　
ク
ー
ル
（
暦
5
8
1
3
3
4
3
）
へ
。

7
月
は
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
月
闘
で
す

　
平
成
6
年
度
に
市
内
で
献
血
さ
れ

た
人
は
、
延
べ
2
、
2
6
1
人
で
、

2
0
0
漉
に
換
算
す
る
と
、
3
、
5

躍6

本
に
な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
善
意
で
い
た
だ
い
た
貴

重
な
血
液
は
、
む
だ
な
く
活
用
さ
れ

て
鱒
ま
す
。

　
今
後
と
も
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
愛

の
献
盗
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
4
月
1
日
か
ら
献
血
の
表
彰
制
度
が
変
わ
嚇
ま
し
た
〉

旧
　
　
　
制
　
　
　
度

新
　
　
　
制
　
　
　
度

者血献

●
献
血
功
労
章
　
銀
章
ー
献
血
回
数
1
0
回
以
上

　
　
　
　
　
　
　
金
章
－
献
血
回
数
2
0
回
以
上

●
有
　
功
　
章
　
銀
色
ー
献
血
回
数
3
0
回
以
上

　
　
　
　
　
　
　
金
色
－
献
血
回
数
5
0
回
以
上

●
功
　
労
　
楯
　
金
色
有
功
章
受
章
後
、
5
0
こ
と

●
有
功
章
　
銀
色
－
献
血
回
数
7
0
回
以
上

　
　
　
　
　
金
色
－
献
血
回
数
㎜
回
以
上

た
だ
し
、
旧
制
度
に
よ
り
銀
色
又
は
金
色
有
功
章
を

受
章
し
て
い
な
い
人
に
の
み
、
新
制
度
に
よ
り
献
血

回
数
に
達
し
た
と
ぎ
に
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
献
血
回
数
　
2
0
0
爬
献
血
i
1
回

　
　
　
　
　
　
4
0
0
爬
献
血
1
2
回

　
　
　
　
　
　
成
分
献
血
ー
3
回

●
献
血
回
数
　
全
て
1
回
と
な
り
ま
す

”



ryo
ふ
る
里
の
歴
史
散
歩
⑪

ls

伝
欝
萎
難
灘
鐙
纒
麟
纏
簾
慧
翻

最
近
の
十
日
町
織
物
は
中
振
袖
や

訪
問
着
、
留
袖
、
付
下
げ
な
ど
の
後

染
め
商
品
が
八
割
以
上
を
占
め
、
か

つ
て
の
主
力
商
品
で
あ
っ
た
先
染
め

織
物
の
生
産
は
ま
こ
と
に
少
な
く
な

り
ま
し
た
。

そ
の
先
染
め
織
物
の
中
で
国
の
伝

統
的
工
芸
品
の
指
定
を
受
け
て
、
織

物
産
地
の
伝
統
を
守
っ
て
い
る
の
が

十
日
町
明
石
ち
ぢ
み
と
十
日
町
緋
で

す
．

伝
統
的
工
芸
品
と
い
う
の
は
、
「
伝

統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
関
す
る

法
律
」
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
次
の

条
件
を
満
た
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ

た
も
の
を
、
通
商
産
業
大
臣
が
指
定

し
た
も
の
で
す
．

条
件
の
第
一
は
、
そ
の
品
物
が
日

常
の
生
活
に
使
う
日
用
品
で
あ
る
こ

と
。
第
二
は
、
製
品
の
主
要
な
工
程

が
手
作
業
で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

第
三
は
、
作
り
方
や
素
材
が
百
年
以

上
の
歴
史
を
も
つ
伝
統
的
な
技
術
で

あ
る
こ
と
。
最
後
に
一
定
の
地
域
に

十
企
業
、
三
十
人
以
上
の
技
術
者
が

集
ま
っ
て
い
る
こ
と
。
以
上
の
条
件

の
す
べ
て
を
満
た
し
て
、
は
じ
め
て

伝
統
的
工
芸
品
の
お
墨
付
き
を
も
ら

う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

全
国
で
こ
の
指
定
を
受
け
て
い
る

も
の
が
百
八
十
四
品
目
あ
り
、
新
潟

県
内
で
は
、
十
日
町
と
小
千
谷
、
塩

沢
の
織
物
が
二
品
目
ず
つ
の
六
品
目

を
は
じ
め
、
仏
壇
で
は
新
潟
白
根
、

三
条
、
長
岡
の
三
か
所
、
村
上
の
木

彫
堆
朱
と
加
茂
の
桐
ダ
ン
ス
、
燕
の

鎚
起
銅
器
と
与
板
の
打
刃
物
の
計
十

三
品
目
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
都
道
府
県
別
に
見
る
と
、

最
も
多
い
の
が
京
都
の
十
六
件
で
新

潟
県
の
十
三
件
は
沖
縄
と
並
ん
で
全

国
第
二
位
で
す
。

十
日
町
産
地
に
は
三
十
八
人
の
伝

統
工
芸
士
が
生
産
を
続
け
て
い
ま
す
。

　　　

　　　　　　　　一

　　　　　　伝統的工芸品の証紙

　　　　　　　　　　　　　　　　嚢

罐
　
職
聾
　
　
　

舞
難
難
叢
醸
難
鯉
灘
慧
簸
　
　
　

韓
繋
婆
“
羅
淫
　
　

擁
畿
激
撚
難
藩
轡
轟
難
　
　

羅
繍
欝
　

謬
　

叢
職
蕪
　

轟
轟
蟹
蝋
嚢
　
響

㊥、

獺醐糖蝦

　　　購i　　鱗　饗　燃
鰍癖獺

　　翻　蝋

錘叢き
蒙
聾
難
舞
　
難
　
難
懸
琳
謬
　
醗
酪
響
鍛
震

1山地のがけや河岸などの日当たりのよレ酬こ生える落葉低木焦1

馨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馨
憲高さは1～1．5mになります。葉は先がとがり3本の脈が目立ちます。嚢
嚢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚢
慧また、葉は細長い枝に左右2列に並んでつきます（対生）。5～6月　諜

馨響編倉警潔撚蕩を難菓禦禦誠
馨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蓑
1目立ちます。熟すと紫黒色になります。　　　　　　　　　　　　1
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1手ごろな大きさの木で果実も鮮や哲色なの瓜庭にでも植え磁

1いような気分になります力乳　ドクウツギには毒が含まれています・　嚢

1特に果実は猛毒を含み、誤って食べると死ぬこともあります。茎や　1
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
1葉にも猛毒がありまきドクマツぎ（毒空木）の名もそのことに由1
嚢来します。イチロベコロシや不ズミゴロシの地方名もあります。　　萎
鑑繍蟹溢燃灘繍轍欄鞭繍＿撒鱒騰㈱繍灘灘灘購燃＿繍撒灘騰辮撚＿灘鱒灘撒徽＿㈱㈱辮撒議

　　　　　　紙　　　　　表　　　纏　縄誉

　新たに設立された広域観光協議会

のエリアは、東西32km、繭北43㎞で

総面積762。28腔です。

　圏域南東部は、上信越高原国立公

園に指定されており、溝津峡や雄大

な河岸段丘が変化に富んだ自然景観

を造っています。

　また、多くの温泉、山醤、渓谷、

湿原などの自然観光資源や史跡、城

跡などの人文観光資源、スキー場、

ゴルフ場などの観光レク厚工一ショ

ン施設を有しています。

　今後協議会では、広域観光パンフ

レットの作成や首都圏などへのキャ

ラバンを実施し、誘客宣伝を行うと

ともに、魅力的な広域観光ルートの

策定を行い、具体的な商晶提示もし

ていく考えです。

市の動き
疑6潮末目現在）

45，507入（前月比鋼3）

22，397人（ガ　＋2）

23，鋼0人（ノソ網1）

（前翻銘十9）擁2，鴻9

ロ
男
女
数

　
　
　
帯

人
　
　
世

ロ
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
編
集
後
記

　
　
♂

□
昨
年
の
猛
暑
・
小
雨
か
ら
一
転
、
今
年

は
毎
日
の
よ
う
に
雨
の
日
が
続
い
て
い
ま

す
。
日
照
時
間
も
平
年
よ
り
ず
っ
と
短
く
、

二
年
前
の
冷
害
を
思
い
出
し
ま
す
。
市
内

の
小
学
校
で
も
雨
の
た
め
プ
ー
ル
開
き
が

延
期
さ
れ
て
い
ま
す
。
プ
ー
ル
か
ら
子
供

た
ち
の
歓
声
が
聞
こ
え
な
い
と
、
夏
が
来

た
よ
う
な
気
が
し
ま
せ
ん
。
去
年
は
う
ら

め
し
く
さ
え
思
え
た
、
あ
の
ギ
ラ
ギ
ラ
と

照
り
つ
け
る
太
陽
が
、
今
は
と
て
も
待
ち

遠
し
く
感
じ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
⑳

□
市
報
の
「
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
英
会
話
レ
ッ

ス
ン
」
も
今
月
で
2
8
回
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
秋
か
ら
新
し
い
企
画
と
し
て
、
海
外

か
ら
市
内
に
お
い
で
の
英
語
指
導
助
手
（
A

L
T
）
の
皆
さ
ん
に
登
場
し
て
い
た
だ
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
と

A
L
T
の
皆
さ
ん
の
接
点
に
な
れ
る
よ
う

に
と
企
画
中
で
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

　
　
⑩
（
◎
か
ら
⑩
に
変
え
ま
し
た
）

ブ2再生紙を使っています


